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可動扉でフレキシブルな住まい方が可能高級感のあるモダンなデザインのエントランス

　
﹁
フ
ロ

ル
梶
が
谷
﹂
は
不
動
が
丘
団

地
の
８
号
棟

９
号
棟
の
跡
地
に
建
設
さ

れ
た

不
動
が
丘
団
地
の
一
角
で
人
通
り

が
多
く

近
隣
に
は
教
育
施
設
が
数
カ
所

点
在
す
る
た
め

第
三
者
災
害
の
防
止
に

注
力
し
た

大
成
ユ

レ

ク
の
長
岡
教

行
作
業
所
長
は
﹁
資
機
材
の
搬
入
時
間
は

登
校
時
間
と
重
な
ら
な
い
よ
う
午
前
８
時

半
以
降
に
設
定
し
ま
し
た
加
え
て
日
ご

ろ
か
ら
教
育
施
設
と
連
絡
を
取
り
合
い


遠
足
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
日
は
搬
入

を
止
め
て
い
ま
し
た
﹂
と
話
す


　
本
工
事
で
は
Ａ

Ｂ

Ｃ
の
３
工
区
に

分
け

駆
体
工
事

内
装
工
事

外
装
工

事
を
並
行
し
て
進
め
る
こ
と
で
工
程
を
縮

減
す
る
と
と
も
に

壁
と
床
に
プ
レ
キ


ス
ト
︵
Ｐ
Ｃ
ａ
︶
板
を
採
用
し

省
施
工

化
を
図

た


　
搬
入
は
川
崎
市
道
向
ケ
丘
高

号
線
と

同
市
道
上
作
延
１
１
２
号
線
を
使
用

資

材
の
中
で
も
大
型
な
Ｐ
Ｃ
ａ
板
の
搬
入
は

道
路
幅
の
広
い
向
ケ
丘
高

号
線
か
ら


仕
上
げ
材
は
主
に
上
作
延
１
１
２
号
線
か

ら
搬
入

ま
た

３
工
区
の
立
地
に
は
高

低
差
が
あ
る
た
め

Ａ
・
Ｂ
工
区
は
向
ケ

丘
高

号
線

低
位
置
の
Ｃ
工
区
は
同
じ

高
さ
を
通
る
上
作
延
１
１
２
号
線
か
ら

と

動
線
を
使
い
分
け
た


　
工
事
開
始
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
と
同
時
期
だ

た
た
め

対
策

に
苦
心
し
た

長
岡
作
業
所
長
は
﹁
品
薄

だ

た
マ
ス
ク
と
除
菌
用
ア
ル
コ

ル
を

本
社
か
ら
優
先
的
に
手
配
し
て
も
ら
い


作
業
員
に
マ
ス
ク
を
配
布

ア
ル
コ

ル

は
各
所
に
設
置
し
ま
し
た

朝
礼
も
職
長

の
み

隣
と
の
間
隔
は
２

確
保

職
員

は
交
代
制
で
在
宅
勤
務
を
行
い
ま
し
た
﹂

と
振
り
返
る

努
力
が
結
実
し

感
染
者

を
ゼ
ロ
に
抑
え
た


　
フ
ロ

ル
シ
リ

ズ
の
担
当
は
２
回
目

だ
と
い
う
長
岡
所
長

﹁
神
奈
川
県
住
宅

供
給
公
社
の
担
当
者
様
の
中
に

前
回
の

現
場
で
お
世
話
に
な

た
方
も
お
り
ま
し

た

施
主
様
と
の
綿
密
な
コ
ミ

ニ
ケ


シ

ン
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
助
言
を
い
た

だ
き
な
が
ら
無
事
完
成
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き

感
謝
い
た
し
ま
す
﹂
と
謝
辞
を
述

べ
た


■工事名称：（仮称）フロール梶が谷新築工事
■所　在　地：川崎市高津区上作延番６
■建　築　主：神奈川県住宅供給公社
■構　　造：ＰＣａ一部ＲＣ造
■階　　数：地下１階地上５階
■住　戸　数：戸
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■設計監理：大成ユーレック株式会社一級建築士事務所
■施　　工：大成ユーレック株式会社
■工　　期：年２月日～年３月日

テレワークにも対応したシェアラウンジ

テレワークにも対応可能な小上がりの書斎スペース

　
神
奈
川
県
住
宅
供
給
公
社

が
川
崎
市
高
津
区
で
建
設
し

て
い
た﹁
フ
ロ

ル
梶
が
谷
﹂

が
完
成
し
た

同
マ
ン
シ


ン
は
東
急
田
園
都
市
線
・
梶

が
谷
駅
か
ら
徒
歩

分
に
立

地

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

を
中
心
と
し
た
１
０
６
戸
を

備
え
る

家
事
・
収
納
ア
ド

バ
イ
ザ

監
修
の
収
納
ス
ペ


ス
や
多
機
能
ト
イ
レ
と
い


た
共
働
き
世
代
が
暮
ら
し

や
す
い
機
能
の
ほ
か

新
し

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
た
ア
イ
デ
ア
を
随
所
に
採

り
入
れ
て
い
る

設
計
・
施

工
は
大
成
ユ

レ

ク
が
担

当
し
た


　安心して長く住み続けられる良好な住まいを
メインテーマに、公社が掲げる「共働き世帯が
暮らしやすい賃貸マンション」を具現化しまし
た。
　計画地は東西に長い形状だったため、住棟を
雁行させた配置計画としました。庇と外壁のフ
レームを強調させたファサードとし、グレー
トーンの外装を採用して既存団地との調和を図
りました。また、土地の高低差を有効活用し、
エントランスやシェアラウンジ等の共用施設は
地階に設けた結果、住戸と共用部は明確にゾー
ニングされています。
　住戸プランは、共働き、子育て世帯や、高齢
者世帯等、多様なライフステージやライフスタ
イルに対応できるようタイプのバリエーショ
ンを設けています。また、家族みんなが気軽に
家事に関われる住宅を目指し、家事の時短を可
能にするコンパクトな家事動線や、ファミリー
クロゼットやマルチストレージ等、さまざまな
タイプの収納を設け、使い勝手の良いプランと
しています。
　都心へのアクセスが有利な土地でありながら
ファミリー層が多いという梶ヶ谷の立地を生か
し、さまざまな年代を対象にプランニングされ
た賃貸住宅です。入居者の方には、将来にわた
り気持ちよく暮らして頂きたいと思います。
　大成ユーレック株式会社

設計部　設計室　熊谷　淳史

　このたびフロール梶が谷が無事竣工を迎えま
したこと、心から喜ばしく思います。これもひ
とえに、設計・施工を手がけられた大成ユーレ
ック様をはじめとする施工関係者の皆さまの、
一意専心な仕事ぶりのおかげと感謝いたしま
す。
　本施設は賃貸住宅として安心して住み続けら
れる高品質な居住地の再生を目的にするととも
に、都心への近さを生かし「共働き世帯が暮ら
しやすい賃貸マンション」をコンセプトに計画
しました。
　建設地である不動が丘団地は、全棟戸
の住宅団地で構成し、年度に１号棟から４
号棟、年度に５号棟から号棟の管理を開
始しました。その後、団地内で地盤沈下が観測
され始めたことから、地盤調査と建物調査を実
施したところ、８号棟と９号棟で建物の傾斜が
確認されました。両棟を放置すれば、入居者の
安全確保がままならなくなる恐れがあったこと
から、年度に建物を解体、事業検討などを
経て、年２月に工事を開始しました。
　本施設には、共働き世代の増加やテレワーク
など、新しいライフスタイルに変わりつつある
現代に寄り添える住宅を目指し、随所に工夫を
詰め込みました。居住者の方に「ちょうどいい」
と感じてもらえたら幸いです。


